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QQ　�　�　�　�労働時間の上限規制が入るこ労働時間の上限規制が入るこ
とによりドライバーさんの収とによりドライバーさんの収
入が減るのではないかという入が減るのではないかという
ことが予想されていますが、実ことが予想されていますが、実
態はいかがでしょうか？態はいかがでしょうか？

緒方緒方　�私たちがパーキングでドライ　�私たちがパーキングでドライ
バーに聞き取り調査をおこバーに聞き取り調査をおこ
なったところ、6万～7万減るなったところ、6万～7万減る
のではないかということが会のではないかということが会
話の中からでてきています。話の中からでてきています。

QQ  　    　  ��収入が減った分を補填する方法収入が減った分を補填する方法
として手当をつけるなどの対策として手当をつけるなどの対策
はされているのでしょうかはされているのでしょうか

緒方緒方　�建交労の組合に限って言えば、ここ数年で手当を上げてきたとい　�建交労の組合に限って言えば、ここ数年で手当を上げてきたとい
うことと距離手当を7千円あげてきました。また基本給も2500円うことと距離手当を7千円あげてきました。また基本給も2500円
の賃上げを行ってきました。うちの組合ではここ数年は距離を減の賃上げを行ってきました。うちの組合ではここ数年は距離を減
らしながら調整してきたので、賃上げ分でだいたいカバーできまらしながら調整してきたので、賃上げ分でだいたいカバーできま
す。6万～7万減るという人たちはもともとの基本給が安いからす。6万～7万減るという人たちはもともとの基本給が安いから
残業しないと生活できない賃金になっていると思います。残業しないと生活できない賃金になっていると思います。

QQ              �給料が大幅に下がるとなると転職者が増えるのではないかという�給料が大幅に下がるとなると転職者が増えるのではないかという
ことが予想されるかと思いますが、実態はいかがでしょうか？ことが予想されるかと思いますが、実態はいかがでしょうか？

緒方緒方　�転職というのはあまり聞かないですが、若い人が入ってこないと　�転職というのはあまり聞かないですが、若い人が入ってこないと
いうことがあります。それと今後、定年退職者が増えますが、給与いうことがあります。それと今後、定年退職者が増えますが、給与
が下がるので再雇用を希望しないということが起こっています。が下がるので再雇用を希望しないということが起こっています。
建交労の組合がある会社の中では新卒採用している会社もあり建交労の組合がある会社の中では新卒採用している会社もあり
ますが、新卒採用しても免許の関係ですぐにトラックに乗れないますが、新卒採用しても免許の関係ですぐにトラックに乗れない
ので、段階的な育成の手間を嫌って、そもそも新卒採用を行わなので、段階的な育成の手間を嫌って、そもそも新卒採用を行わな
いというところが多数を占めています。トラックの場合はバスといというところが多数を占めています。トラックの場合はバスと
違って会社が免許取得の費用を負担するという制度があるとこ違って会社が免許取得の費用を負担するという制度があるとこ
ろは大手に限られるので、その点でも若手がなかなか入ってこなろは大手に限られるので、その点でも若手がなかなか入ってこな

い構造になっています。い構造になっています。
QQ　　　　 �� ��人員不足の改善のためには何が必要でしょうか人員不足の改善のためには何が必要でしょうか
緒方緒方　�2019年の改善基準告示で標準賃金が示されましたが、まだ標準賃　�2019年の改善基準告示で標準賃金が示されましたが、まだ標準賃

金に達していないところがたくさんあります。重層下請け構造の金に達していないところがたくさんあります。重層下請け構造の
中で、孫請けになるとかなり低い賃金で働いている実態がありま中で、孫請けになるとかなり低い賃金で働いている実態がありま
す。これを改善する必要があります。す。これを改善する必要があります。

QQ　　 �　　 �労働時間の上限規制自体は必要なことだとは思いますが、長時間労働時間の上限規制自体は必要なことだとは思いますが、長時間
労働の実態としてはいかがでしょうか？労働の実態としてはいかがでしょうか？

緒方緒方　�年間拘束時間は約3200時間です。昨年改正された改善基準告示で　�年間拘束時間は約3200時間です。昨年改正された改善基準告示で
は1か月の拘束時間が月293時間をわずか９時間減らして月284時は1か月の拘束時間が月293時間をわずか９時間減らして月284時
間となりました。、逆に284時間は働かせていいというお墨付きを間となりました。、逆に284時間は働かせていいというお墨付きを
与えたようなものなので、まったく長時間労働の改善になってい与えたようなものなので、まったく長時間労働の改善になってい
ません。ません。

QQ　　　　  ��今運輸業界として最も求められていることはなんでしょうか？今運輸業界として最も求められていることはなんでしょうか？
緒方緒方　�一番は基本給を引き上げることです。そのためには荷主に運賃引　�一番は基本給を引き上げることです。そのためには荷主に運賃引

き上げを求めて、事業者には適正な賃金を払わせることを求めてき上げを求めて、事業者には適正な賃金を払わせることを求めて
いくことが必要です。今後運輸業界では企業の淘汰が進んでいくいくことが必要です。今後運輸業界では企業の淘汰が進んでいく
ことが予想されます。トラック5台で会社をはじめたような小規ことが予想されます。トラック5台で会社をはじめたような小規
模の企業は生き残るのは難しいと思います。淘汰される中でドラ模の企業は生き残るのは難しいと思います。淘汰される中でドラ
イバーが移動して集約されていくことはありえますが、根本の人イバーが移動して集約されていくことはありえますが、根本の人
員不足改善にはなりません。員不足改善にはなりません。
この間、アマゾンが軽配送ドライバーとの契約を個数や時間単価この間、アマゾンが軽配送ドライバーとの契約を個数や時間単価
で支払うことをやめて定額にするということを打ち出していまで支払うことをやめて定額にするということを打ち出していま
すが、これも人員不足対策です。ですが、アマゾンは送料無料といすが、これも人員不足対策です。ですが、アマゾンは送料無料とい
う宣伝をして、消費者に運輸コストがまったくないような誤解う宣伝をして、消費者に運輸コストがまったくないような誤解
を与え、そのことで運賃の適正化を妨げて、人員不足改善の足をを与え、そのことで運賃の適正化を妨げて、人員不足改善の足を
引っ張っています。送料無料という言い方はやめてアマゾンが負引っ張っています。送料無料という言い方はやめてアマゾンが負
担していますという言い方に変えてもらいたいと思います。今中担していますという言い方に変えてもらいたいと思います。今中
央のほうでは労働団体の垣根をこえて協力しながら改善を求め央のほうでは労働団体の垣根をこえて協力しながら改善を求め
る動きもあります。る動きもあります。
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店舗外観（ホームページより）
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　最近はようやく少しずつ寒くなってきましたが、11月初旬の福岡市の最高気温
は一時29.3 度を記録し、114年ぶりに最高気温を更新したそうです。この気候
が続けばクリスマスに紅葉を見るということになるそうです。日本が誇る四季は、
四季折々の風景の美しさだけではなく、暑さ寒さが穏やかな秋の間に冬支度をす

るという準備期間となっていました。しかし、このままだと季節はなくなり、急激な変化に
心身が追い付かないという状況がおこるのではないかと思います。このような大雨や猛暑日な
どの極端な気候現象は、人間の対応能力を超える「気候危機」と呼ばれ、今後10年以内の対
策が重要だと言われています。次号より「気候危機と労働運動」という特集記事を掲載します。
この機会に気候危機に対しわたしたちができることを考えてみませんか。
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み
ず
ま

店名：ひょうたん最中本舗お菓子のみずま
住所：北九州市八幡東区枝光本町 9-10
電話：093-671-3050
営業：9:00-17:00　　定休日：日曜日
H P : https://okashinomizuma.com/

【相談者】
男性 正職員・運輸業

（20代）

　5年間勤務で退職予定です。退職届を提
出して数日後に５年間乗ったトラックの修
理費を払うよう言われました。払わないと
いけないのでしょうか。

【相談員の回答】

　詳細がわからないので一般論になりますが、結論から言うと修理費
を払う必要はありません（同意のない給与天引きも違法となります）。
仮に労働者の過失による破損だとしても業務に付随する損失は使用者
が負担するのが原則です。
　最近、当労働センターに「退職を告げたら、修理代の請求をされた」
との相談が数件きています。今、運輸業界はドライバー不足のため引
き留めるためにこうしたことをしているのではないでしょうか。決し
て支払いの約束やサインをしないことが大事です。このような会社相
手に個人で交渉するのは難しいと思われますので、労基署等に相談す
るもしくは労働組合に加入して団体交渉をしてはいかがでしょうか。
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飲
み
込
み
、
閉
じ

込
め
、
形
が
末
広
が
り
で
、
幸
せ
を
呼
び

込
む
」
と
い
わ
れ
る
お
め
で
た
い
お
菓
子

な
の
で
す
。
最
中
に
は
八
幡
の
文
字
が
入

り
、
北
海
道
産
小
豆
を
使
っ
た
「
小
倉
餡
」、

八
女
産
の
抹
茶
を
練
り
こ
ん
だ
「
抹
茶
」、

愛
媛
の
伊
予
柑
を
ジ
ャ
ム
に
し
た
「
伊
予

柑
」
の
３
種
類
の
最
中
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
甘
さ
控
え
め
の
や
さ
し
い
味
の
美

味
し
さ
で
す
。

　

店
の
創
業
当
時
は
八
幡
市
枝
光
と
い
う

地
名
で
、
町
に
は
、
八
幡
製
鉄
所
が
あ
り
、

製
鉄
労
働
者
が
多
く
通
勤
で
に
ぎ
あ
っ
て

い
て
、
当
時
、
三
交
代
勤
務

労
働
者
の
疲
れ
を
こ
の
最
中

が
癒
し
た
だ
ろ
う
と
思
う
と

考
え
深
い
で
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
是
非
ご
賞
味
を
！

（
県
労
連
幹
事　

伊
藤 

友
晴
）

～
怒
り
よ
り
も
愛
を
伝
え
る
活
動
を
～

福
岡
県
労
連
事
務
局
次
長
　
今
井 

淳
子

　

私
は
、政
治
家
の
方
は
難
し

い
言
葉
で
お
話
し
を
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、瑞
慶
覧
長
風
さ
ん
の
お
話

は
、本
当
に
分
か
り
や
す
く
、通

り
行
く
高
校
生
も
足
を
止
め
て

お
話
を
聞
い
て
く
れ
て
い
て
、

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

瑞
慶
覧
さ
ん
の
話
は
、「
沖
縄

に
生
ま
れ
、戦
争
反
対
の
活
動

さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
関
心
が

あ
り
ま
し
た
が
、今
活
動
さ
れ

て
る
方
を
継
い
で
い
く
若
い
方

も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。で
も
、怒
り
を
ぶ
つ
け
る
だ

け
で
は
、若
い
人
は
参
加
し
て

く
れ
ま
せ
ん
。運
動
の
在
り
方

に
つ
い
て
大
先
輩
と
な
ん
ど
も

口
論
に
な
っ
た
り
も
し
た
け
ど
、

私
た
ち
は
相
手
に『
愛
を
伝
え

る
べ
き
』と
言
い
続
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、集
会
に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ

と
で
、多
く
の
若
い
方
を
集
結

す
る
こ
と
が
出
来
て
、『
新
し
い

こ
と
を
や
っ
て
、良
か
っ
た
』と

言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
」と
の

こ
と
で
し
た
。こ
れ
は
、今
ど
こ

の
組
織
も
ど
う
や
っ
て
若
い
組

合
員
を
増
や
そ
う
か
と
悩
ん
で

い
る
中
で
、大
き
な
希
望
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
瑞
慶
覧
さ
ん
が
お
話
さ
れ
て

た
様
に
、戦
争
よ
り
も
、愛
を
伝

え
て
い
け
る
、活
動
を
こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
と
一
緒
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

10.15
LOVE＆PEACE

平和のつどい 天神天神でで平和訴平和訴ええ

怒
り
の
年
金
一

怒
り
の
年
金
一
揆揆
　　
百
人
結
集

百
人
結
集

〝
賃
金
ア
ッ
プ
で
年
金
財
源
確
保
を
〟

〝
賃
金
ア
ッ
プ
で
年
金
財
源
確
保
を
〟

　

10
月
27
日
、

音
羽
公
園
で

「
10
・
27
怒
り

の
年
金
一

揆
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
で
は

約
1
0
0
名

の
参
加
で
し

た
。集
会
に

は
県
労
連
か

ら
三
苫
議
長

代
行
が
参
加

さ
れ「
年
金

者
組
合
は

は
そ
う
で
は
な
く
て
若
い

世
代
を
含
む
多
く
の
労
働

者
が
団
結
し
て
た
た
か
っ

て
、30
年
間
ま
っ
た
く
あ

が
っ
て
い
な
い
賃
金
を
引

き
上
げ
る
こ
と
で
財
源
を

確
保
す
れ
ば
年
金
は
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
さ
に
年
金
は
労
働
者
の

課
題
と
い
え
ま
す
。共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」と
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。　

　

集
会
後
は
朝
日
ビ
ル
ま

で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し

た
。パ
レ
ー
ド
で
は
沿
道

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
男
性

か
ら「
私
た
ち
の
未
来
の

た
め
が
ん
ば
っ
て
」と
声

を
か
け
ら
れ
る
な
ど
温
か

い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

後
集
記

編
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